
要
旨
杉
谷
寿
郎
氏
ご
所
蔵
の
未
詳
歌
合
断
簡
一
葉
を
紹
介
す
る
。
「
伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
野
合
」
と
い
う
内
題
を
持
ち
、
鴨
長
明
を
伝
称

筆
者
と
す
る
当
該
断
簡
は
、
「
玄
玉
集
」
所
収
の
西
行
詠
一
首
を
含
む
な
ど
の
諸
点
か
ら
、
散
逸
し
た
と
さ
れ
る
西
行
最
晩
年
の
自
歌
合
「
諸

社
十
二
巻
歌
合
」
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

伝
鴨
長
明
筆
『
伊
勢
滝
原
社
十
七
番
歌
合
』
断
簡

ｌ
西
行
最
晩
年
の
自
歌
合
『
諸
社
十
二
巻
歌
合
』
か
Ｉ

久
保
木
秀
夫
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（
オ
モ
テ
）

杉
谷
寿
郎
氏
ご
所
蔵
の
断
簡
に
、
次
の
よ
う
な
両
面
書
写
の
一
葉
が
あ
る
。

左
權
司

１
ナ
カ
レ
イ
テ
閲
イ
ハ
マ
ヒ
熟
カ
ス
タ
キ
ッ
セ
ハ
、
凹
凶

侭
ノ
カ
ハ
ノ
ワ
カ
レ
ナ
リ
ケ
リ

右
少
司

２
ナ
ミ
ト
ミ
エ
テ
ヲ
ハ
ナ
カ
タ
ョ
ル
タ
キ
ノ
ハ
ラ
ニ

松
ノ
ア
ラ
シ
ノ
ヲ
ト
ナ
ヵ
ル
ナ
リ

伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
奇
合

八
幡
ノ
放
生
會
ニ
マ
イ
リ
タ
リ
ヶ
ル
ニ
ョ
目
イ
リ
テ

コ
ト
ハ
テ
鼠
シ
ッ
マ
ル
ホ
ト
ニ
カ
ヘ
ラ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ヶ

ル
コ
ト
カ
ラ
ヒ
四
ノ
ヶ
シ
キ
ニ
モ
ニ
ス
ァ
ハ
レ
ニ
ヲ
ホ

一

一

左 番

一

番

■■■■■■■l■
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（
ウ
ラ
）

７
モ
、
シ
キ
ニ
ハ
ル
タ
ッ
ソ
ラ
ノ
カ
ス
メ
ル
ヲ
ニ
ハ

６
ヒ
サ
カ
タ
ノ
月
ノ
ミ
ヤ
コ
ノ
ウ
チ
ハ
シ
モ

タ
チ
カ
ク
ル
ヘ
キ
ク
マ
ハ
ア
ラ
シ
ナ

ヲ
テ

月
ナ
ニ
ヲ
ヒ
テ
ク
マ
ナ
カ
リ
ケ
リ
放
生
河
見
遣

５
ハ
ナ
タ
レ
テ
モ
ナ
ク
ウ
キ
ヌ
ル
イ
ロ
ク
ッ
ノ

カ
ス
ミ
ユ
ハ
カ
リ
ス
メ
ル
月
カ
ナ

４
ア
ラ
人
ノ
カ
ケ
ヤ
ハ
ラ
ク
ル
シ
メ
ノ
ウ
チ
ハ
ッ
ネ
ナ
キ

コ
ト
ノ
ワ
サ
ヲ
マ
ネ
ヘ
ル

３
カ
ヘ
リ
マ
ス
ミ
チ
ノ
ヲ
ク
リ
ノ
サ
ヒ
シ
サ
ハ
ア
リ
ッ
ル

ニ
ハ
ノ
コ
型
チ
ヤ
ハ
ス
ル

四
番左 左番

ヘ
テ
ョ
ミ
ケ
ル

右 右
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そ
れ
に
し
て
も
、
一
見
し
て
奇
妙
な
歌
合
で
あ
る
。
内
題
に
は
「
伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
野
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
名

の
歌
合
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
に
は
及
ば
な
い
。
開
催
年
次
も
も
ち
ろ
ん
不
明
。
よ
っ
て
「
權
司
」
「
少
司
」
な
る
作
者
二
人
に
関
し

て
も
、
人
物
比
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
年
次
不
明
の
せ
い
ば
か
り
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
「
權
司
」
「
少
司
」
と
い

う
作
者
名
表
記
自
体
が
、
説
明
不
足
に
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
一
方
、
歌
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
完
本
時
に
は
十
七
番
ま
で
あ

廿
二

と
い
う
付
属
紙
片
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
伝
称
筆
者
の
「
加
茂
長
命
（
明
と
と
は
、
鴨
長
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伝
長
明
筆
の
断
簡
と

（
１
）

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
三
種
四
葉
の
古
今
集
切
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
京
都
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑
「
藻
塩
草
」
所
収
の
土
佐
切
、

（
２
）
（
３
）

②
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
手
鑑
「
墨
叢
」
所
収
、
及
び
田
中
登
氏
ご
所
蔵
の
六
半
切
、
③
久
曽
神
昇
氏
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ｉ
古
今
集

（
４
）

編
」
所
収
の
片
仮
名
切
、
で
あ
る
。
③
の
み
な
ら
ず
①
②
も
ま
た
片
仮
名
書
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
当
該
断
簡
を
含
め
、
い
ず
れ
も
同
筆

と
は
認
め
難
い
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
①
と
③
、
ま
た
②
と
当
該
断
簡
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
跡
が
、
ど
こ
と
な
く
通
じ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
書
写
年
代
は
、
当
該
断
簡
に
限
っ
て
言
え
ば
、
鎌
倉
中
期
頃
で
あ
ろ
う
か
。
ツ
レ
の
存
在
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な

い
0

縦
十
五
・
五
四

正
筆
明

一
加
茂
長
命

ノ
ヒ
タ
キ
ノ
ケ
ム
リ
ト
ソ
ミ
ル
（
便
宜
上
、
私
に
歌
番
号
を
付
し
た
）

十
五
・
五
四
横
十
四
・
八
ｍ
の
も
と
枡
形
本
、
料
紙
は
薄
手
の
楮
紙
で
あ
る
。
極
札
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、

加
茂
長
命伊

勢
瀧
原

ナ
カ
ン
イ
テ
魁

片
カ
ナ

寄
切
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（
６
）
（
７
）

『
玄
玉
集
」
に
つ
い
て
は
松
野
陽
一
氏
に
詳
細
な
ご
論
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
伝
本
は
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
本
（
高
松
宮

（
８
）

旧
蔵
本
、
略
称
Ⅱ
歴
）
・
彰
考
館
本
（
彰
）
・
群
書
類
従
本
（
類
）
の
実
質
三
本
、
「
九
条
家
に
極
め
て
近
く
、
崇
徳
院
・
西
行
・
俊
成

に
親
近
感
を
懐
く
人
物
」
に
よ
る
撰
定
で
あ
り
、
「
建
久
二
年
に
一
応
成
立
し
三
年
に
は
推
敲
・
補
訂
の
段
階
に
あ
っ
た
」
と
い
う
。
建

久
二
年
（
二
九
二
と
言
え
ば
西
行
が
入
寂
し
た
翌
年
だ
か
ら
、
そ
の
点
資
料
的
な
信
瀝
性
は
極
め
て
高
い
と
み
ら
れ
よ
う
。
た
だ
松

野
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
玄
玉
集
」
の
「
円
位
法
師
」
表
記
に
は
諸
本
間
に
異
同
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
若
干
問
題
と
な
る
。

具
体
的
に
示
せ
ば
次
の
と
お
り
。

三
七
作
者
円
位
法
師

っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
断
簡
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
番
か
ら
四
番
左
の
計
七
首
の
み
。
そ
の
い
ず
れ
の
歌
に
も
、
歌
題
や
判
、
あ
る

い
は
判
訶
と
い
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
オ
モ
テ
の
終
わ
り
四
行
と
、
ウ
ラ
の
前
か
ら
八
行
目
に
は
、
歌
よ
り
一
字
下

が
り
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
ど
う
や
ら
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
と
５
の
歌
に
か
か
る
詞
書
の
よ
う
で
あ
る
。

歌
合
中
の
歌
に
こ
の
よ
う
な
、
詠
作
事
情
を
示
す
類
の
詞
書
が
付
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
し
か
し
そ
う
し

（
５
）

た
疑
問
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
以
上
に
問
題
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
は
、
当
該
断
簡
七
首
の
う
ち
の
２
の
歌
が
、
「
玄
玉
集
」
に
、

題
不
知
円
位
法
師

浪
と
見
え
て
尾
花
か
た
よ
る
滝
原
に
松
の
嵐
の
音
な
が
る
な
り
（
巻
七
・
草
樹
下
・
六
六
九
）

と
い
う
「
円
位
法
師
」
す
な
わ
ち
西
行
詠
と
し
て
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

一

■■■■■■■■■

（
歴
・
彰
・
類
）
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七
八
作
者

一
○
一
作
者

一
六
八
作
者

二
一
六
作
者

二
四
三
作
者

二
四
九
作
者

二
六
一
作
者

三
二
○
作
者

三
五
一
作
者

三
九
六
作
者

四
二
七
作
者

四
五
七
作
者

四
七
一
作
者

五
七
二
作
者

五
九
三
作
者

六
四
九
作
者

六
六
三
作
者

六
六
九
作
者

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）〔

円
鍬
］

円
位
法
師
（
歴
・
彰
）
ｌ
因
位
法
師
（
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

ナ
シ
（
歴
・
彰
）
１
円
位
法
師
（
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
印
（
歴
・
彰
）
１
円
位
法
師
（
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

円
位
法
師
（
歴
・
彰
・
類
）

因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
・
類
）

本
ノ
マ
マ

因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
・
類
）

因
信
法
師
（
歴
）
１
円
信
法
師
（
彰
）
１
円
位
法
師
（
類
）

本
ノ
マ
マ

因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
）
１
円
信
法
師
（
類
）
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本
ノ
マ
マ

六
八
六
作
者
因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
）
１
円
信
法
師
（
類
）

本
ノ
マ
マ

六
九
○
詞
書
因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
・
類
）

本
ノ
マ
マ

六
九
七
作
者
因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
）
１
円
信
法
師
（
類
）

本
ノ
マ
マ

七
二
三
作
者
因
位
法
師
（
歴
）
１
円
位
法
師
（
彰
・
類
）

こ
の
う
ち
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
箇
所
に
、
何
ら
か
の
異
同
が
存
す
る
。
最
も
多
い
の
は
「
円
位
」
「
因
位
」
「
円
信
」
「
因
信
」
の
混
乱
で
、

問
題
の
「
浪
と
見
え
て
…
」
の
歌
（
六
六
九
）
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
異
同
を
持
つ
ほ
と
ん
ど
の
例
は
、
他
文
献

に
よ
っ
て
西
行
を
指
す
こ
と
が
確
認
で
き
、
よ
っ
て
「
因
位
」
「
円
信
」
「
因
信
」
は
、
明
ら
か
に
「
円
位
」
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
肝
心
の
「
浪
と
見
え
て
…
」
の
歌
と
、
も
う
一
首
、

（
中
宮
月
次
の
御
屏
風
に
、
草
花
の
歌
と
て
）
円
位
法
師

萩
が
枝
の
露
に
心
の
む
す
ぼ
れ
て
袖
に
う
ら
あ
る
秋
の
夕
露
（
巻
七
・
草
樹
下
・
六
四
九
）

と
い
う
歌
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
玄
玉
集
」
だ
け
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
も
ち
ろ
ん
例
の
断
簡
を
除
い
て
、
で
あ
る
）
。

（
９
）

そ
の
た
め
松
野
氏
や
、
古
く
は
伊
藤
嘉
夫
氏
は
、
前
者
を
一
応
の
存
疑
歌
と
す
る
慎
重
な
態
度
を
採
ら
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
う
ち
の
前

者
は
彰
考
館
本
で
、
ま
た
後
者
は
彰
考
館
本
と
類
従
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
円
位
法
師
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
や

（
皿
）

は
り
他
例
と
同
様
に
、
西
行
の
こ
と
と
認
め
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
久
保
田
淳
氏
編
「
西
行
全
集
』
で
も
、
こ
れ
ら
の
二
首
は

西
行
詠
と
し
て
、
問
題
な
く
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
そ
う
す
る
と
、
そ
の
「
浪
と
見
え
て
…
」
の
歌
を
収
め
る
「
伊
勢
滝
原
社
十
七
番
歌
合
』
は
、
と
に
か
く
何
ら
か
の
形
で
西
行
に

関
わ
り
の
あ
る
歌
合
だ
っ
た
と
考
え
て
、
ま
ず
は
間
違
い
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
慈
円
の
「
拾
玉
集
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
全
十
二
首
か
ら
成
る
歌
群
が
見
ら
れ
る
。

文
治
六
年
二
月
十
六
日
未
時
、
円
位
上
人
入
滅
、
臨
終
な
ど
ま
こ
と

に
め
で
た
く
、
存
生
に
ふ
る
ま
ひ
思
は
れ
た
り
し
に
、
更
に
違
は
ず
、

世
の
末
に
有
り
難
き
由
な
ん
申
し
合
ひ
け
り
、
其
後
詠
み
置
き
た
り

し
歌
ど
も
思
ひ
続
け
て
、
寂
蓮
入
道
の
許
へ
申
し
侍
り
し

君
知
る
や
そ
の
如
月
と
言
ひ
置
き
て
言
葉
に
お
へ
る
人
の
後
の
世
（
五
一
五
八
）

風
に
な
び
く
富
士
の
煙
に
た
ぐ
ひ
に
し
人
の
行
方
は
空
に
知
ら
れ
て
（
五
一
五
九
）

千
早
振
神
に
手
向
く
る
藻
塩
草
か
き
集
め
つ
つ
見
る
ぞ
悲
し
き
（
五
一
六
○
）

こ
れ
は
、
「
願
は
く
は
花
の
下
に
て
我
死
な
ん
そ
の
如
月
の
望
月
の
頃
」

と
詠
み
置
き
て
、
其
に
違
は
い
事
を
世
に
も
あ
は
れ
が
り
け
り
。
又
、

「
風
に
な
び
く
富
士
の
煙
の
空
に
消
え
て
行
方
も
知
ら
ぬ
我
が
思
ひ

か
な
」
も
こ
の
二
三
年
の
程
に
詠
み
た
り
。
こ
れ
ぞ
我
が
第
一
の
自

嘆
歌
と
申
し
し
事
を
思
ふ
な
る
べ
し
。
又
、
調
拙
Ｈ
ゴ
割
引
瑚
馴
劃
、

太
神
宮
に
参
ら
せ
ん
と
営
み
し
を
受
け
取
り
て
沙
汰
し
侍
り
き
・
外

宮
の
は
一
筆
に
書
き
て
、
す
で
に
見
せ
申
し
て
き
・
内
宮
の
は
、
時

■■■■■■

一

■■■■■■■■

－65－



朝
夕
に
思
ひ
の
み
や
る
瑞
垣
の
久
し
く
と
は
い
も
ろ
心
か
な
（
五
一
六
二

山
川
に
沈
み
し
こ
と
は
浮
か
び
ぬ
る
を
さ
て
も
猶
澄
む
我
が
心
か
な
（
五
一
六
二
）

諸
共
に
な
が
む
く
か
り
し
こ
の
春
の
花
も
今
は
の
比
に
も
有
る
か
な
（
五
一
六
三
）

返
し

寂
蓮

君
は
よ
し
久
し
く
思
へ
瑞
垣
の
昔
と
な
ら
ん
身
の
行
方
ま
で
（
五
一
六
四
）

此
問
所
労
大
事
に
て
、
皆
も
御
返
事
え
申
さ
ず
、
「
水
が
き
」
ば
か
り

を
所
労
述
懐
に
寄
せ
て
申
し
候
と
て
か
く
な
ん
。
後
日
に
所
労
の
び

の
び
に
令
和
進
と
て
五
首
送
之

い
さ
ぎ
よ
く
さ
ぞ
澄
み
ぬ
ら
む
山
河
に
沈
む
と
見
え
て
浮
か
ぶ
心
は
（
五
一
六
五
）

思
ひ
あ
ま
り
身
に
し
む
風
も
い
か
が
せ
ん
花
も
今
は
の
比
と
な
り
な
ば
（
五
一
六
六
）

言
ひ
置
き
し
心
も
し
る
し
ま
ど
か
な
る
位
の
山
に
澄
め
る
月
影
（
五
一
六
七
）

た
ぐ
ひ
な
く
富
士
の
煙
を
思
ひ
し
に
心
も
い
か
に
空
し
か
る
ら
む
（
五
一
六
八
）

伊
勢
の
海
に
か
き
集
め
て
ぞ
藻
塩
草
終
は
り
乱
れ
ぬ
え
に
は
な
り
け
る
（
五
一
六
九
）

こ
れ
は
文
治
六
年
（
三
九
○
）
二
月
十
六
日
の
西
行
入
寂
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
、
慈
円
と
寂
蓮
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
に

（
、
）

つ
い
て
は
、
す
で
に
松
野
氏
が
綿
密
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
今
問
題
と
し
た
い
の
は
、
傍
線
部

に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
初
め
て
知
ら
れ
る
、
西
行
の
「
諸
社
十
二
巻
の
歌
合
」
な
る
作
品
で
あ
る
。

く
三
首
は
詠
め
る
な
り
。

の
手
書
共
に
書
か
せ
む
と
て
、
料
紙
な
ど
沙
汰
す
る
事
を
思
ひ
て
、
か
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早
く
こ
の
記
述
に
注
目
さ
れ
た
伊
藤
嘉
夫
氏
は
、
「
諸
社
十
二
巻
の
歌
合
」
を
「
十
二
社
奉
納
の
十
二
巻
の
自
歌
合
」
と
解
さ
れ
て
、

「
御
裳
濯
河
、
宮
河
の
両
歌
合
の
ほ
か
、
今
日
傳
は
る
も
の
な
く
」
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
説
か
れ
た
。
つ
ま
り
現
存
す
る
「
御
裳

濯
河
歌
合
」
「
宮
河
歌
合
』
の
両
自
歌
合
は
、
元
来
「
諸
社
十
二
巻
の
歌
合
」
の
一
部
で
あ
っ
た
と
見
倣
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
そ
の
後
、
久
曽
神
昇
氏
は
「
（
御
裳
濯
河
・
宮
河
歌
合
が
）
古
来
十
二
社
歌
合
の
う
ち
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
最
初
か
ら
こ
の
二
社
歌
合

（
吃
）

以
外
に
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
伊
藤
氏
の
説
を
否
定
さ
れ
、
ま
た
萩
谷
朴
氏
も
「
拾
玉
集
に
い
う
諸
社
十
二
巻
の
歌
合
と
は
、
西
行
の

（
咽
）

自
歌
合
と
は
関
係
な
く
、
慈
鎮
ら
自
身
の
結
構
し
た
歌
合
か
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
時
は
「
諸
社

十
二
巻
の
歌
合
」
の
存
在
す
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
中
で
、
そ
れ
が
間
違
い
な
く
西
行
最
晩
年
の
自
歌
合
と
考
え
ら
れ
、
の
み
な
ら
ず

「
御
裳
濯
河
歌
合
」
「
宮
河
歌
合
』
と
も
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
松
野
氏
で

あ
っ
た
。
松
野
氏
は
、
右
の
う
ち
三
首
目
の
「
千
早
振
…
」
と
い
う
慈
円
の
贈
歌
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
十
二
首
目
の
「
伊
勢
の
海
に
：
．
」

と
い
う
寂
蓮
の
返
歌
、
及
び
傍
線
部
以
下
の
記
述
（
こ
れ
は
「
千
早
振
…
」
の
歌
に
つ
い
て
の
左
注
で
あ
る
）
に
加
え
て
、
さ
ら
に
「
拾

こ
こ
ろ
ざ
し
深
く
染
め
け
る
水
茎
は
御
裳
濯
河
の
浪
に
ま
か
せ
つ
（
五
三
二
五
）

と
い
う
も
う
一
組
の
贈
答
歌
の
読
解
か
ら
、
「
諸
社
十
二
巻
の
歌
合
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
（
以
下
そ
の
ま
ま
引
用
す

玉
集
」

る
…

○

円
位
上
人
十
二
巻
歌
合
の
滝
原
下
巻
書
き
て
遣
す
と
て

大
納
言
実
家

こ
こ
ろ
ざ
し
深
き
に
堪
へ
ず
水
茎
の
浅
く
も
見
え
ぬ
あ
は
れ
か
け
な
ん
（
五
三
二
四
）

寂
蓮
の
返
歌
、

に
見
ら
れ
る
、

返
し
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②
伊
勢
太
神
宮
（
の
諸
社
）
へ
の
奉
納
歌
合
で
あ
る
こ
と

③
「
諸
社
」
は
、
伊
勢
太
神
宮
関
係
の
「
諸
社
」
を
意
味
す
る
こ
と

④
そ
の
一
社
に
内
宮
別
宮
の
「
滝
原
宮
」
が
含
ま
れ
る
こ
と

⑤
「
諸
社
」
は
内
宮
と
外
宮
が
含
ま
れ
る
こ
と
（
こ
の
場
合
、
④
の
存
在
か
ら
、
両
宮
と
も
本
宮
の
み
を
意
味
せ
ず
、
場
合
に
よ
り

て
は
本
宮
を
含
ま
ぬ
「
内
宮
の
摂
社
」
「
外
宮
の
摂
社
」
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
）

⑥
外
宮
（
或
は
外
宮
関
係
摂
社
）
へ
の
奉
納
歌
合
は
慈
円
が
一
人
で
執
筆
し
た
こ
と

⑦
内
宮
（
或
は
内
宮
関
係
摂
社
）
へ
の
奉
納
歌
合
は
当
代
の
名
筆
が
分
担
執
筆
し
て
い
る
こ
と

⑧
そ
の
一
人
に
藤
原
実
家
が
お
り
、
彼
が
「
滝
原
宮
の
下
巻
」
を
担
当
し
て
い
る
こ
と

そ
の
上
で
ま
た
松
野
氏
は
、
「
御
裳
濯
河
歌
合
」
「
宮
河
歌
合
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
「
両
者
が
同

一
の
歌
合
で
あ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
あ
り
得
な
い
」
と
一
応
は
断
り
な
が
ら
も
、

そ
れ
で
は
全
く
別
の
歌
合
か
と
い
え
ば
、
成
立
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
と
い
い
、
（
略
）
共
に
慈
円
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
と

い
い
、
同
じ
太
神
宮
奉
納
と
い
う
性
格
を
有
っ
て
い
る
こ
と
と
い
い
、
無
縁
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
（
略
）
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
は

「
御
裳
濯
河
歌
合
・
宮
河
歌
合
」
に
次
い
で
、
一
連
の
も
の
と
し
て
伊
勢
の
諸
社
に
奉
納
さ
る
べ
く
慈
円
に
依
頼
さ
れ
た
、
西
行
の

生
涯
最
後
の
事
蹟
だ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
当
初
か
ら
全
体
が
結
構
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
宮
河
歌
合
の
判
詞
が
定
家
の

手
で
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
と
前
後
し
て
、
追
加
さ
れ
た
企
画
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
彼
が
生
を
終

え
る
以
前
に
は
、
や
っ
と
外
宮
の
分
の
み
し
か
完
成
せ
ず
、
そ
の
後
に
は
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
さ
れ
る
「
幻
の
歌
合
」
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

①
西
行
の
自
歌
合
で
あ
る
こ
と
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、
、

さ
て
問
題
の
断
簡
で
あ
る
。
「
伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
寄
合
」
と
い
う
内
題
を
持
ち
、
の
み
な
ら
ず
西
行
の
「
浪
と
見
え
て
…
」
と
い
う

歌
一
首
を
含
む
そ
の
断
簡
は
、
つ
ま
り
以
上
に
見
て
き
た
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
の
う
ち
、
「
滝
原
」
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
巻
の
、
冒

頭
部
分
に
当
た
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
た
っ
た
二
葉
分
の
断
簡
し
か
な
い
現
時
点
で
は
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域

を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
場
合
、
当
該
断
簡
が
抱
え
る
い
く
つ
か
の
不
審
点
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
な
り

に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
作
者
名
表
記
の
問
題
。
「
權
司
」
「
少
司
」
と
い
う
そ
の
表
記
が
、
説
明
不
足
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
要
す
る

に
そ
れ
は
、
西
行
自
身
の
仮
名
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
周
知
の
と
お
り
西
行
は
、
「
御
裳
濯
河
歌
合
」
で
「
山
家
客
人
」
「
野
径
亭
主
」
、

ま
た
「
宮
河
歌
合
」
で
「
玉
津
島
海
人
」
「
三
輪
山
老
翁
」
と
い
っ
た
仮
名
を
用
い
て
い
る
。
当
該
断
簡
の
「
權
司
」
と
「
少
司
」
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ら
と
同
様
の
も
の
と
考
え
て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
例
え
ば
訶
書
の
問
題
。
通
常
の
歌
合
作
品
に
お
い
て
、
詠
作
事
情
を
示
す
類
の
訶
書
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
皆
無
に
等

し
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
は
例
外
が
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
既
存
の
歌
を
番
わ
せ
た
、
い
わ
ば
秀
歌
撰
的
な
性
格
を
持
つ
歌
合
作
品
の

中
に
は
、
詞
書
を
伴
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、

ま
た
新
古
今
時
代
以
降
盛
ん
に
撰
せ
ら
れ
て
い
っ
た
、
自
歌
合
作
品
の
う
ち
の
い
く
つ
か
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
西
行
の
一
連
の
自

と
総
括
さ
れ
た
。
こ
の
松
野
氏
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
諸
社
十
二
巻
歌
合
』
の
実
在
は
大
方
の
首
肯
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
爾
来
『
諸

屯

社
十
二
巻
歌
合
」
は
、
西
行
最
晩
年
の
最
も
注
目
す
べ
き
事
蹟
と
し
て
、
研
究
者
の
関
心
を
集
め
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
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世
を
厭
ふ
し
る
し
も
な
く
て
過
ぎ
来
し
を
君
や
あ
は
れ
と
三
輪
の
山
も
と
（
五
七
）

と
い
う
よ
う
な
例
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
な
ど
に
お
い
て
は
、
「
花
月
百
首
建
久
元
年
左
大
将
家
」
（
七
番
左
・
一
三
）

や
「
於
先
批
旧
宅
詠
之
」
（
八
十
九
番
右
・
一
七
八
）
と
い
っ
た
訶
書
が
、
二
百
首
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
し
て

明
ら
か
な
よ
う
に
、
歌
合
の
歌
に
訶
書
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
歌
合
作
品
に
限
っ
て
言
え
ば
、
決
し
て
珍
し
い
事
例
で
は
な
か
っ
た
の

と
い
っ
た
例
が
あ
り
、
一

（
小
比
叡
十
五
番
）

歌
合
よ
り
も
若
干
遅
れ
る
、
良
経
の
『
後
京
極
殿
御
自
歌
合
』
の
中
に
は
、

頼
め
来
し
我
ふ
る
寺
の
苔
の
下
に
い
つ
し
か
朽
ち
ん
名
こ
そ
惜
し
け
れ
（
五
六
）

世
を
厭
ふ
心
深
き
よ
し
な
ど
語
り
し
事
を
思
ひ
出
で
て
、
円
位
上
人

な
が
め
や
る
遠
里
小
野
は
ほ
の
か
に
て
霞
に
残
る
松
の
風
か
な
（
五
）

右
春
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
中
に

氷
り
ゐ
し
水
の
白
浪
立
ち
か
へ
り
清
滝
川
に
春
風
ぞ
吹
く
（
六
）

っ
た
例
が
あ
り
、
ま
た
慈
円
の
「
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
」
の
中
に
も
、

十
三
番

番左
文
治
六
年
女
御
入

れ
る
、
書
き
た
る
所
に

病
に
患
ひ
け
る
比
左

が
許
へ
遣
し
け
る
右
勝

文
治
六
年
女
御
入
内
の
月
次
の
屏
風
に
、
住
吉
の
松
に
霞
か
か
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、
、

た
だ
し
そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
、
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
「
拾
玉
集
」
の
「
滝
原
下
巻
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
と
、

元
来
「
滝
原
」
奉
納
分
に
は
上
下
、
も
し
く
は
上
中
下
と
い
っ
た
複
数
巻
が
存
し
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
当
該
断
簡
は
、
二
で
も
三
で
も

割
り
切
れ
な
い
「
十
七
番
」
の
歌
合
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
歌
合
」
そ
の
も
の
が
分
割
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
く
、
こ
の
歌
合
と
共
に
上
（
中
）
下
を
構
成
す
る
よ
う
な
、
別
の
滝
原
歌
合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
当
該
断
簡

を
見
る
限
り
、
「
伊
勢
瀧
原
社
十
七
番
野
合
」
は
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
て
い
る
感
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
滝
原
歌
合
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
想
定
し
に
く
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

そ
れ
か
ら
訶
書
の
存
在
自
体
は
よ
い
と
し
て
、
そ
の
付
き
方
が
ま
た
不
審
で
あ
る
。
な
ぜ
３
と
５
の
歌
に
だ
け
あ
っ
て
、
残
り
の
五
首

に
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
先
の
「
後
京
極
殿
御
自
歌
合
』
や
「
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
」
に
し
て
も
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
歌
に
、

詞
書
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
当
該
断
簡
の
場
合
、
詞
書
を
伴
う
歌
と
伴
わ
な
い
歌
と
の
違
い
を
、
う
ま
く

説
明
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。

こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
当
該
断
簡
が
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
、
か
な
り
高
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
松
野
氏
の
「
憶
測
」
に
よ
れ
ば
、
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
に
は
「
勿
論
、
判
訶
の
付
さ
れ
る
暇
は
な
」
か
つ
た
と
い
う
。
一
方

当
該
断
簡
に
は
、
確
か
に
判
や
判
訶
の
類
が
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
そ
う
し
た
点
な
ど
も
、
右
の
傍
証
た
り
得
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

で
あ
る
。
従
っ
て
当
該
断
簡
が
、
｜

き
れ
い
に
解
決
す
る
わ
け
で
あ
る
。

五

「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
と
い
う
自
歌
合
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
こ
に
詞
書
が
存
す
る
と
い
う
問
題
も
、
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そ
れ
か
ら
そ
の
奉
納
先
に
つ
い
て
。
松
野
氏
は
「
拾
玉
集
」
に
い
う
「
滝
原
」
を
、
伊
勢
皇
太
神
宮
（
内
宮
）
に
属
す
る
別
宮
の
ひ
と

つ
、
滝
原
宮
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
滝
原
宮
は
「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
に
「
伊
勢
志
摩
両
国
堺
大
山
中
在
。
大
神
宮
以
西
相
去
九
十
二
里
」

と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
続
け
て
松
野
氏
は
、
奉
納
先
を
示
す
「
諸
社
」
と
い
う
語
の
定
義
に
つ
い
て
、

「
滝
原
の
下
巻
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
「
上
巻
」
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
別
宮
の
一
社
に
二
巻
を
当
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
諸
社
」
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
自
ら
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
「
諸
社
」

は
、
例
え
ば
俊
成
の
「
五
社
百
首
」
の
住
吉
・
賀
茂
と
い
っ
た
大
社
を
指
す
の
で
は
な
く
、
「
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
」
の
日
吉
七
社
と

ま
ず
は
そ
の
規
模
に
つ
い
て
。
当
該
断
簡
は
も
と
十
七
番
の
歌
合
で
、
残
り
の
十
一
巻
も
そ
れ
と
同
規
模
だ
っ
た
と
す
る
と
、
全
十
二

巻
で
二
百
四
番
、
歌
数
に
し
て
四
百
八
首
。
そ
れ
は
松
野
氏
の
、

御
裳
濯
・
宮
河
両
者
歌
合
と
「
十
二
巻
」
の
一
巻
ず
つ
が
等
規
模
で
あ
る
の
は
少
々
不
自
然
だ
か
ら
、
六
社
二
巻
ず
つ
（
滝
原
の
例

か
ら
み
て
）
計
十
二
巻
で
ほ
ぼ
御
裳
濯
・
宮
河
に
数
量
的
に
見
合
う
程
度
の
規
模
（
略
）
、
例
え
ば
、
一
巻
六
番
ず
つ
、
十
二
巻
で

七
十
二
番
、
こ
れ
で
、
和
魂
を
祭
る
本
宮
の
歌
合
で
あ
る
御
裳
濯
・
宮
河
歌
合
と
対
照
的
な
構
成
を
有
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
推
測
の
、
約
三
倍
の
分
量
で
あ
る
が
、
し
か
し
決
し
て
あ
り
得
な
い
数
字
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
「
諸
社
十

二
巻
歌
合
」
は
必
ず
し
も
、
「
御
裳
濯
・
宮
河
に
数
量
的
に
見
合
う
程
度
の
規
模
」
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な

壺
司
／
○

こ
う
し
た
疑
問
は
し
か
し
、
当
該
断
簡
が
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
、
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
、
な
お
残
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
た
上
で
、
以
下
も
う
少
し
だ
け
論
を
進
め
る
こ
と
に
す

る
。
す
な
わ
ち
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
今
度
は
逆
に
、
当
該
断
簡
に
基
づ
い
て
、
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
』
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
と
思

る
。
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こ
の
松
野
氏
の
推
定
は
、
「
拾
玉
集
」
の
「
滝
原
」
を
、
滝
原
宮
と
解
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
当
該
断
簡
の
そ
れ

、

は
、
同
じ
滝
原
で
も
「
瀧
原
社
」
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
松
野
氏
ご
指
摘
の
滝
原
宮
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
該
断
簡
に
い
う

「
瀧
原
社
」
は
、
多
岐
原
神
社
（
ま
た
「
瀧
原
神
社
」
と
も
）
を
指
し
て
い
よ
う
。
伊
勢
国
度
会
郡
三
瀬
村
に
所
在
し
、
麻
奈
胡
神
を
祭

（
Ｍ
）

神
と
す
る
、
皇
太
神
宮
の
摂
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
な
お
、
先
程
か
ら
別
宮
と
い
い
摂
社
と
い
っ
て
い
る
が
、
両
者
は
も
ち
ろ
ん
別
物
で

あ
る
。
別
宮
と
は
「
要
す
る
に
、
宮
号
を
称
す
る
社
で
あ
っ
て
」
、
「
神
宮
の
附
属
神
社
中
第
一
に
列
せ
ら
」
れ
る
と
さ
れ
る
も
の
。
一
方

の
摂
社
と
い
う
の
は
、
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
所
載
の
「
官
帳
社
廿
五
処
」
と
、
「
止
由
気
宮
儀
式
帳
」
所
載
の
「
載
官
帳
社
名
社
十
六
処
」

同
様
な
、
「
伊
華

と
論
じ
ら
れ
た
。
の

内
宮
七
所
別
宮

荒
祭
宮
、
伊

外
宮
四
所
別
宮

と
述
べ
ら
れ
た
。

多
賀
宮
、
土
宮
、
月
読
宮
、
風
宮

と
い
っ
た
「
滝
原
宮
と
同
格
の
別
宮
」
を
提
示
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
「
内
外
両
宮
の
摂
す
る
社
は
数
十
社
に
上
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
、

こ
れ
ら
の
内
か
ら
、
「
十
二
巻
」
と
い
う
条
件
と
結
び
つ
け
て
ど
れ
を
比
定
し
た
ら
よ
い
の
か
、
和
魂
を
祭
る
内
宮
（
朝
日
宮
）
と

外
宮
（
豊
受
宮
）
に
対
し
て
、
荒
魂
を
祀
る
別
宮
が
、
御
裳
濯
河
歌
合
（
内
宮
）
・
宮
河
歌
合
（
外
宮
）
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
味

を
有
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
な
ど
今
の
段
階
で
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
か
が
十
二
巻
の
歌
合
を
奉
納

す
る
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。

「
伊
勢
太
神
宮
関
係
の
諸
社
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

。
の
み
な
ら
ず
そ
の
候
補
と
し
て
、

伊
弊
諾
宮
、

月
読
宮
、
滝
原
宮
、
並
宮
、
風
宮
、
伊
雑
宮
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月
夜
見
社
草
名
伎
社
大
間
国
生
社
度
会
国
御
神
社
度
会
大
国
玉
比
売
社
田
上
大
水
社
志
等
美
社
大
川
内
社
清

野
井
庭
社
高
河
原
社
河
原
大
社
河
原
淵
社
山
末
社
宇
漬
乃
野
社
小
俣
社
御
食
社

仮
に
多
岐
原
神
社
へ
の
奉
納
分
を
、
上
下
二
巻
と
考
え
た
場
合
、
松
野
氏
も
説
か
れ
る
よ
う
に
、
一
社
に
二
巻
が
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
か
ら
、
残
り
は
当
然
五
社
と
な
る
。
そ
の
五
社
を
特
定
す
る
の
は
、
現
時
点
で
は
残
念
な
が
ら
、
不
可
能
で
あ
る
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
た
だ
皇
太
神
宮
二
十
四
社
、
豊
受
神
宮
十
六
社
と
い
う
そ
の
総
数
か
ら
し
て
、
両
者
が
等
分
だ
っ
た
と
は
、
い
さ
さ
か
考
え
に
く

い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
皇
太
神
宮
四
社
、
豊
受
神
宮
二
社
と
い
う
配
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
松
野
氏
の
、

慈
円
が
「
外
宮
の
は
一
筆
に
か
き
て
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
外
宮
の
別
宮
が
少
か
つ
た
か
ら
、
と
い
う
理
由
に
拠
っ
て
い
る
の
で

と
を
合
わ
せ
た
四
十
一
社
、
も
し
く
は
『
延
喜
式
」
巻
四
・
神
祇
四
「
伊
勢
大
神
宮
」
に
「
大
神
宮
所
摂
廿
四
座
」
及
び
「
度
会
宮
所
摂

（
喝
）

十
六
座
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
四
十
社
の
総
称
で
あ
る
と
い
う
。

さ
て
「
拾
玉
集
」
の
「
滝
原
」
が
、
滝
原
宮
で
は
な
く
多
岐
原
神
社
だ
っ
た
と
す
る
と
、
や
は
り
そ
の
他
の
奉
納
先
も
、
松
野
氏
が
提

示
さ
れ
る
よ
う
な
別
宮
で
は
な
く
て
、
多
岐
原
神
社
と
同
格
の
摂
社
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
今
「
延
喜
式
」
に
従
っ
て
、
摂
社

の
す
べ
て
を
掲
げ
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
す
べ
て
を
掲
げ
て
お
く
と
、

皇
太
神
宮
（
内
宮
）
摂
社

は
な
い
か
と
思
う
。

豊
受
神
宮
（
外
宮
）
摂
社

月
夜
見
社
草
名
伎
社

野
井
庭
社
高
河
原
社

朝
熊
社
園
相
社
鴨
社
田
乃
家
社
蚊
野
社
湯
田
社
大
士
御
祖
社
国
津
御
祖
社
朽
羅
社
伊
佐
奈
彌
社
津
長
社

大
水
社
大
国
玉
比
売
社
江
神
社
神
前
社
粟
皇
子
社
久
具
都
比
売
社
奈
良
波
良
社
榛
原
社
御
船
社
坂
手
国
生

社
狭
田
国
生
社
多
岐
原
社
川
原
社
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事
実
当
該
断
簡
が
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
か
つ
て
は
存
在
す
ら
否
定
さ
れ
て
い
た
「
幻
の
歌

合
」
の
現
存
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
西
行
の
新
出
歌
六
首
を

含
む
（
当
然
そ
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
そ
の
所
収
歌
の
内
容
や
表
現
、
構
成
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」

の
性
格
の
一
端
を
も
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
西
行
最
晩
年
の
思
想
の
解
明
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
ら
の
考
察
を
、
今
後
ど
こ
ま
で
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
す
べ
て
は
当
該
断
簡
の
精
綴
な
読
解
と
、
ツ
レ
の
博
捜
と
に
か
か
っ

と
い
う
推
測
は
、
摂
社
の
場
合
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
の
「
諸
社
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に

は
別
宮
を
含
ま
ぬ
、
摂
社
に
限
っ
た
謂
で
あ
っ
た
と
み
て
お
き
た
い
。

て
い
よ
》
う
。

［
注
］

（
１
）
「
古
筆
手
鑑
大
成
第
四
巻
藻
塩
草
」
（
昭
和
六
十
年
一
月
角
川
書
店
）
。

（
２
）
「
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
別
巻
手
鑑
」
（
昭
和
六
十
年
二
月
汲
古
書
院
）
。

（
３
）
田
中
登
氏
「
古
今
集
古
筆
切
の
本
文
的
意
義
」
（
「
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
」
所
収
平
成
九
年
九
月
風
間
書
房
、
初
出
「
国
文
学
解
釈
と

教
材
の
研
究
」
第
四
十
巻
十
号
平
成
七
年
八
月
）
。

（
４
）
久
曽
神
昇
氏
「
古
筆
切
影
印
解
説
Ｉ
古
今
集
篇
」
（
平
成
七
年
七
月
風
間
書
房
）
。

（
５
）
以
下
、
和
歌
の
引
用
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
る
。

（
６
）
松
野
陽
一
氏
「
玄
玉
和
歌
集
考
」
（
「
烏
帯
千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
」
所
収
平
成
七
年
十
一
月
風
間
書
房
、
初
出
「
立
正
学
園
女
子
短
大

紀
要
」
十
四
号
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
）
。

（
７
）
「
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
文
学
篇
第
六
巻
私
撰
集
」
（
平
成
十
一
年
一
月
臨
川
書
店
）
。

（
８
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
披
見
。
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【
付
記
】

資
料
紹
介
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
杉
谷
寿
郎
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
浅
田
徹
氏
・
高
田
信
敬
氏
・
松

野
陽
一
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
奨
励
研
究
伽
「
未

詳
歌
集
切
の
集
成
と
研
究
」
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
岨
）
伊
藤
嘉
夫
氏
・
久
曽
詰

（
Ｂ
）
萩
谷
朴
氏
「
平
安
朝
垂

（
Ｍ
）
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」

ど
に
位
置
す
る
と
い
う
。

（
旧
）
以
上
、
阪
本
廣
太
郎
症

（
９
）
以
下
、
伊
藤
氏
の
ご
論
は
『
歌
人
西
行
』
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
復
刻
第
一
書
房
）
に
拠
る
。

（
岨
）
久
保
田
淳
氏
「
西
行
全
集
」
（
平
成
八
年
十
一
月
第
三
版
貴
重
本
刊
行
会
）
。

（
Ⅱ
）
以
下
、
松
野
氏
の
ご
論
は
「
西
行
の
「
諸
社
十
二
巻
歌
合
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
烏
需
千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
」
所
収
、
初
出
「
平
安
朝
文
学

研
究
」
第
二
巻
第
八
号
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
）
に
拠
る
。

（
岨
）
伊
藤
嘉
夫
氏
・
久
曽
神
昇
氏
編
「
西
行
全
集
第
二
巻
文
献
叢
刊
』
解
題
（
久
曽
神
氏
執
筆
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
ひ
た
く
書
房
）
・

（
Ｂ
）
萩
谷
朴
氏
「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
（
昭
和
四
十
年
四
月
私
家
版
）
。

面
）
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
及
び
『
延
喜
式
」
巻
九
「
神
名
上
」
の
記
述
に
拠
る
。
ち
な
み
に
現
在
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
滝
原
宮
の
北
方
約
三
キ
ロ
ほ

阪
本
廣
太
郎
氏
「
神
宮
祭
祀
概
説
」
（
昭
和
四
十
年
三
月
神
宮
文
庫
）
。
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